
















緒言:

　未熱児養育の経験が重ねられて,未熟児の体温,呼吸,循環,黄疸,未熟網膜症

などに関する生理的,病理的の知見や,新生児病の診断,治療の技術が進歩し,そ

れらに関連する保育や医療の設備,備品が改良されるに従って,未熱児養育医療

施設において,必ずしも未熟でない,病的新生児の管理や治療が行なわれるよう

になってきた 1)。このような管理や治療の対象になるのがハイリスタ新生児 2)

といえるが,分娩が四六時中行われることとも関連して,ハイリスク新生児の管

理や医療の必要は 24 時間を通じ,時を選ばず起こってくる 3)。


